
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月号 

令和８年 

夏休み、海水浴、夏祭り、お盆と、遠くにいる子どもや兄弟、懐かしい親戚とも顔を合わ

せる機会の多い月ですね。鳥取県は「星取県」ともよばれています。夏の夜空を眺めながら、

ひととき昼間の暑さと賑わいを忘れて、明日への英気を養いましょう。 

ほくほくプラザでは今月もさまざまな行事を予定しています。たくさんのご来館をお待ち

しています。 
 

 

 

身元調査お断り運動を知っていますか？ 

「近所に引っ越してきた〇〇さん、どんなご家族？」「○○さん

家の娘さん、今度結婚するらしいけど、お相手はどこにお住まい

の方かしら？」 

ご近所同士の何気ない会話や、親しい人からの相談。私たち

は日常の中で、ごく自然に他人の情報をやり取りすることがあり

ます。しかし、その「ちょっとした質問」が、実は重大な人権侵害に

つながる「身元調査」の入り口だとしたらどうでしょうか。 

鳥取県では、差別や偏見のない社会を目指し、毎年 9月を

「身元調査お断り運動推進強調月間」として、県民運動を展開し

ています。 

人生の大きな門出である「結婚」や「就職」。その大切な局面

に際して、本人の知らないところで、家柄や家庭環境、資産、あ

るいは思想・信条などを興信所や”聞き合わせ（周囲への聞き込

み）”で調べる行為が、今も後を絶ちません。 

本人の努力や資質とはまったく関係のない「生まれ」や「家族

の状況」を理由に、結婚を反対されたり、採用を見送られたりす

る――。これは人間の尊厳を傷つける明らかな差別行為であ 

 ６月２６日（金）、「被害の連鎖を断つために」～我がこととして考える災害～と題して、特定

非営利活動法人とっとり災害支援連絡協議会 代表の佐藤淳子さんを講師にお迎えし、災害被災

者等をテーマにご講演をしていただきました。 

 災害により様々な「分断」が起こります。まず、被害状況により支援策ができる町とできない

町で当たり前のように分断されてしまいます。そういったことが起こってしまうと、支援金をも

らっている、もらっていないなどの理由でいじめが起こってしまいます。もう一つは家族間の分

断です。東日本大震災は今から１５年前に発生しました。当時幼い頃に違う町へ避難した子ども 

は、避難先で１５年も育っています。それから親の故郷へ帰ろうと

なると１から生活を始めないといけません。そのため、家族間の分

断が起きてしまうそうです。 

 避難所での課題もたくさんあります。災害関連死の多さや、性被

害、そして生きるモチベーションもなくなっていきます。下がった

モチベーションを上げることができるのは、そこに「人」がいるこ

とだそうです。相手が“一人ではない”と思えるように、「大丈夫」

という言葉ではなく、しっかり傾聴をしてあげましょう。 

り、決して許されることではありません。 

過去には、戸籍謄本や住民票が不正に取得され、身元調査

に悪用されるという深刻な事件も起きており、決して他人事で

はないのです。 

身元調査を「依頼する」ことや「引き受ける」ことがいけない

のは当然ですが、最も注意しなければならないのは、私たちが

「知らない間に協力させられている」ケースです。 

調査のプロは、巧みな言葉で近づいてきます。 

「実は親戚の者なんですが、本人にサプライズをしたくて…

…」「古い友人で、連絡先を探していまして……」 

このように、差別意識や悪意が全くない人から、世間話を

装って言葉巧みに情報を引き出そうとするのです。「怪しい

な」と感じたり、相手の目的がはっきりしなかったりする場合

は、第三者の個人情報を安易に話さない決断が必要です。 

「調べない・調べさせない・身元調査に協力しない」 

この 3つの約束を胸に、誰もが自分らしく生きられる、差別

と偏見のない鳥取県をみんなでつくっていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 土 ○児 「おもしろスライム実験」 

2 日  

3 月  

4 火  

5 水  

 6 木  

7 金  

8 土 習字教室 

9 日 絵本の読み聞かせ会 

10 月  

11 火 山の日／休館 

12 水  

13 木  

14 金  

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水  

20 木  

21 金 おしゃべりサロン／ほくほく食堂みに 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水  

27 木  

28 金          

29 土 習字教室 

30 日  

31 月 午前休館 
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 

ご不要になった子ども服やおもちゃ、ベビー用品があればお譲りください。 

ほくほく食堂と 

おしゃべりサロン 

8 21
「ほくほく食堂みに」に参加して、夏休み中の 

子どもたちと一緒に会話や食事を楽しみましょう！ 

大人気！子供服リユースコーナーも開催！ 

オープン！ 

開
館
時
間 

9
時
～

17
時

15
分
（
祝
日
は
休
館
） 

８月２１日 金  11:00～13:30 
幼児～大人の方まで、どなたでも好きなお時間から参加できます！ 

対 象 どなたでも   定 員 ３０名程度 

持ち物 お茶、タオル  申込み ８月７日（金） 

参加費 子ども無料、大人２００円 

 

●今回の内容● 

 (12:00～)みんなで食事  

今回のメニューはハンバーグ！ 

※食事の前に北栄町婦人会の方に 

食品ロスについてお話をしてい

ただきます。 

寄付食材のご協力も、よろしくお願いいたします！ 

行き 

北条小 8：55 発 

大栄小 9：10 発 

 

帰り 

大栄小 13：40 着 

北条小 13：55 着 

・学生ボランティアも募集！申込〆切は８月７日（金） 

・バスに乗車できるのは緊急時に、必ず保護者に連絡

がつながる方のみです。 

・行事終了後、１７時までほくほくプラザで遊べます。

その際、バスの送りはありませんので保護者が必ず

お迎えに来てください。 

バス送迎時間 


